
 
 

第３学年〇組 工業 （課題研究） 学習指導案 

指導者 ： 城戸  誠 

単

元 

マイコン応用 

単 

元 

目 

標 

○ H8マイコンのCPUや割り込みコントローラ，ROM，RAM，IOポートの構成を理解できる。 

○ 課題に応じて実習装置を適切に配線できる。 

○ PC上でのプログラミング，クロスコンパイル，マイコンへのファイル転送とプログラム実行ができる。 

 

指 

導 

計 

画 

第一次 開発環境の構成（４時間） 

第二次 ドットマトリクス LEDの制御（６時間） 

 第１～３時：マトリスク LEDのスタティック駆動 

 第４～６時：マトリスク LEDのダイナミック駆動（本時） 

指 

導 

上 

の 

立 

場 

○ 生徒の実態 

 ・ 電子情報科の生徒のコンピュータ技術に対する興味・関心は高い。しかし，複雑なハードウェア動

作原理やプログラミングにおけるアルゴリズム，C言語の記述に苦手意識を持っている。 

 

○ 単元観 

 ・ 本単元では，マイコンの IO ポート制御について基礎的・基本的な知識を定着させることをねらいと

する。また，既習のＣ言語プログラミングの学習内容と関連付けることで，プログラミングに対する興

味を引き出し，今後の学習意欲を高める。 

 

○ 本単元で工夫する点や手だて 

 ・ 指導にあたっては，LED の基本動作と LED マトリクスの構造，IO ポートとの配線方法を確認する。

次にLEDを一個点灯させるプログラムについて習得させ，LED一行点灯，順次点灯のプログラム手

法を学び，IO ポート制御技術の定着を図る。続いて，ダイナミック点灯による文字表示へとステップ

アップし，点灯パターンを自由に設計して理解を深める。いずれの段階でも，実習装置のLED点灯

パターンを確認しながら理解度を把握する。 

研 

究 

仮 

説 

と 

の 

関 

連 

○ 教師がきちんと教えること 

  ・ 各部，各装置の名称と機能 

  ・ プログラム 

  ・ マイコン開発環境の設定，利用方法 

 

○ 生徒に自分で学ばせること 

  ・ マイコン開発環境の利用法 

  ・ マイコン制御のプログラム構築 

 

○ 関連するおもな科目 

  ・ 電子情報科２・３年  プログラミング技術 

  ・ 電子情報科２・３年  ハードウェア技術 

 



 
 

本時（第二次の第２～４時）     平成２１年１１月２６日（木） 第５校時D棟３階 電子情報科プログラミング室にて 

 

本時 

目標 

○ 配線の方法，ソフトウェアの設定が身に付いている。 

○ プログラムを完成させることができる。 

○ プログラミング，コンパイル，ファイル転送を行うことができる。 

準備 ① H8マイコン実験テキスト    ② H8マイコン実習装置    ③ パソコン 

 

学習活動・内容 

（下線部は，”生徒に自分で学ばせること”） 

準 

備 

手だて（○）と評価（◆） 形 

態 

配 

時 

 

１ 本時の学習のめあてと流れを確認する。 

 

＜学習のめあて＞ 

 

 

 

２ 実習装置の接続，パソコン上の開発環境を確

認する。 

 （前回作成したファイルを転送，マイコン上で実

行し動作確認をする） 

 

３ LEDマトリクスの点灯を移動させる。 

(1) 左から右へ移動 

(2) 右から左へ移動 

 

 

４ LEDマトリクスにASCII文字を表示させる。 

(1) ASCII文字の「A」を表示させる 

(2) 複数のASCII文字を順次表示させる 

 

 

 

５ 独自の表示パターンを定義し表示させる。 

(1) ドットマトリクスを模した用紙に独自のパターン

を定義する 

(2) 定義ファイルを書き換える 

(3) 表示プログラムを作成する 

(4) 結果を表示させ，必要に応じて表示時間を調

整する 

６ 本時の学習を振り返る。 

 

  次時の予告を聞く 

 

 

 

○ 前時までに学習した内容の振り返りと 

発問を行い，本時のめあてや学習内

容に対する意識を高める。 

 

 

 

◆ 配線の方法，ソフトウェアの設定が身

に付いているか。 

 

 

○ 「繰り返し文」により，ポートの値を順

次変化させることで，点灯位置を変化

できることを示す。 

◆ プログラム完成させることができるか。             

 

 

○ 文字はドットの点灯と消灯で表示で

き，それらの情報がライブラリとしてあ

らかじめ準備されていることを示す。 

◆ プログラミング，コンパイル，ファイル

転送を行うことができるか。 

 

○ 文字の定義ファイルを分析し，記述

の方法を示す。 

 

 

 

 

 

○ マイコンの IOポートの構成，プログラ

ミング，パソコン上での開発環境の使

いこなしを振り返らせる。 
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「努力を要する」生徒への具体的な手だて 

・ LEDマトリクスの点灯原理が理解できない。  

  → LED単体の動作を理解させ，マトリクスの結線回路を示し粘り強く理解させる。 

・ プログラムによるポート制御と LED点灯の関係が理解できない。 

  → 変数の内容，ポートの値，LED の点灯状況を，パワーポイントを利用し，視覚的に説明することで理解を

促す 。 

LEDマトリクスに文字を表示してみよう。 
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